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い
よ
い
よ
始
ま
る

　
中
津
川
運
動
公
園
の
再
整
備

平
成
14
年
に
は
じ
ま
っ
た
国
道
１
１
７
号
大
倉
バ
イ
パ
ス
工
事
の
掘
削

土
置
き
場
と
し
て
、
中
津
川
運
動
公
園
の
大
半
が
使
え
な
い
状
態
が
続

い
て
い
ま
す
が
、
平
成
23
年
度
中
に
大
倉
バ
イ
パ
ス
が
完
成
す
る
目
途

が
た
ち
、
中
津
川
運
動
公
園
の
再
整
備
が
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
す
。
今

月
号
で
は
、
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
中
津
川
運
動
公
園
の
整
備
計
画
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

中 津 川 運 動 公 園 ／ 再 整 備

中
津
川
運
動
公
園
の
経
緯

昭
和
56
年

　
石
川
原
だ
っ
た
中
津
川
の
河
川
敷
に
、
全
体

面
積
５
万
５
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
健
康
、
増
進

施
設
が
完
成
し
ま
し
た
。

・
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

　（ 

４
０
０
Ｍ
ト
ラ
ッ
ク
）

・
野
球
場

・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
５
面
）

・
駐
車
場
　
１
２
０
台
収
容

　
完
成
当
時
は
、
こ
の
よ
う
な
設
備
の
運
動
公

園
で
し
た
が
オ
ー
プ
ン
し
て
す
ぐ
の
８
月
に
台

風
に
よ
っ
て
、ほ
と
ん
ど
が
流
さ
れ
て
し
ま
い
、

10
月
に
再
オ
ー
プ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
翌

年
の
９
月
に
も
、
台
風
で
増
水
し
た
中
津
川
に

流
さ
れ
て
い
る
の
で
、
２
年
連
続
で
流
さ
れ
た

記
憶
の
あ
る
か
た
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

昭
和
59
年

　
野
球
場
と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
ナ
イ
タ
ー
設
備

が
完
成
し
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
年
か
ら
、
中
津

川
運
動
公
園
を
使
っ
た
全
町
民
を
対
象
に
し
た

津
南
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
始
ま
り
ま
し
た
。

平
成
14
年

　
大
倉
バ
イ
パ
ス
の
工
事
開
始
に
向
け
、
多
目

的
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
使
用
が
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
。

平
成
21
年

　
体
育
協
会
な
ど
の
関
係
者
か
ら
な
る
ス
ポ
ー

ツ
施
設
等
検
討
部
会
で
、
中
津
川
運
動
公
園
の

改
修
に
む
け
て
の
検
討
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

平
成
22
年

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
検
討
部
会
の
要
望
を
受

け
、
平
成
23
年
度
の
改
修
計
画
と
設
計
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　スポーツ団体代表の意見を聞きながら、次ページで

紹介する大まかな設計案が出来上がりました。今後、

限られた予算の中でどの程度の要望まで盛り込むこと

ができるか関係団体と調整しながら最終的な設計とし、

来年度から工事を始める予定で準備しています。

全天候型 3 面を含む 5 面のテニスコートがあり、テニス愛好
者たちにより活発に使用されていました。

昭和 56 年の台風で、完成したばかりの公園が流されました。
写真は、今にも流されそうな野球場付近の小屋です。

全町民参加型イベントとして行われてきた津南オリンピック。
（写真は1996年）復活の噂もあり関係者を震え上がらせています。教育委員会　本山佐利次長
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公式野球

ｸﾞﾗﾝﾄﾞ計画高=244.00m

S=1:1500

少年野球

２
％

２
％

車庫

駐車場 ２％

Ｋ１５

Ｋ１６

照
明

照
明

照
明

照明

照明

照明

照明

照明

照
明

照
明

照
明

照明
照明

照明

照明

照明

照明
照明

ｼﾞｮｷ
ﾞﾝｸ

ﾞ・ｳｫｰ
ｷﾝｸﾞ

ｺｰｽ

第２野球場

第１野球場

Ｆ６

Ｆ７

Ｋ１

Ｋ２

Ｋ３

Ｋ４

Ｋ５

Ｋ６

Ｋ７

Ｋ８

Ｋ９

Ｋ１０

Ｋ１１

Ｋ１２

Ｋ１３

Ｋ１４

Ｃ．９

Ｃ．８

(ｻｯｶ
ｰ105

m×68m)

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
4面

人
口
芝
）

公衆
ト
イレ

多目的グランド

４００ｍトラック（５レーン）

駐車場

駐車場

駐
車
場

駐
車
場

駐車場

ナ
イ
タ
照
明

ナ
イ
タ
照
明

ナ
イ
タ
照
明

ナ
イ
タ
照
明

ナイタ照明

ナイタ照明

ナ
イ
タ
照
明

ト
イ
レ

ハ
ウ
ス

ｹﾞｰﾄ
ﾎﾞｰﾙ

ｺｰﾄ
25m×

20m
4面

ト
イ

レ

ハ
ウ
ス

ト
イ
レハウス

子供遊び場

小屋

車 庫

作業所

作業所

小屋

ネイル測量鋲

ネイル測量鋲

ジャカゴ

ジャカゴ
ジャカゴ

ジャカゴ

平らまで全面道路

照明
照明

照明

照明

照明 照明

照明

照
明

照
明

照明

照明

照明

照明

照明

照明

照
明

照
明

照明

ナイタ照明

ナイタ照明

ナイタ照明

ナイタ照明

ナイタ照明

０
．

５
０

３
．

０
０

７
．
５
０

７
．
５
０

５
．
０
０

Ｇ

Ａ Ｓ

Ａ Ｓ

Ａ Ｓ

ｓ
ｐ

割 野 堰

KBM.2 H=244.172

Ｃ Ｏ

Ｃ

Ｒ

ｓｐ

Ｃ Ｏ

Ａ

Ｇ

Ｇ
Ｃ Ｏ

ＣＯ

Ｃ Ｏ

Ａ

至大赤沢

至大割野

町
道

大
船

土
地

改
良

線

２４６．５０

２４６．４５

．００００

．００００

．００００

２５２．４２

２５４．４１

２５３．０８

２５５．７７

２４６． ６８

２４６．５８

２５０．７６

KBM.1 H=252.892

Ｃ．８－２

ＣＴ２

２４５

中 津 川 運 動 公 園 ／ 再 整 備

NEW

中
津
川
運
動
公
園
の
概
要
で
す
。

①
野
球
場
は
、
基
本
的
に
は
現
状
の
ま

ま
で
す
が
、
マ
ウ
ン
ド
な
ど
の
整
備

は
行
い
ま
す
。

②
整
地
を
行
な
い
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
拡
充

し
ま
す
。

③
野
球
場
外
野
ネ
ッ
ト
裏
を
整
地
し
駐

車
場
に
し
ま
す
。

④
現
在
の
土
砂
搬
入
路
は
、
取
り
除
き

ま
す
。水
路
は
残
り
ま
す
。

⑤
国
道
か
ら
直
接
降
り
ら
れ
る
歩
道

（
階
段
）を
作
る
予
定
で
す
。

⑥
１
周
約
１
㎞
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
・

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
周
回
路
を
整
備
す
る

予
定
で
す
。

⑦
サ
ッ
カ
ー
場
や
サ
ブ
野
球
場
も
兼
ね

る
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
４
０
０
Ｍ

ト
ラ
ッ
ク
を
整
備
し
ま
す
。

⑧
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
４
面
を
整
備

し
ま
す
。

⑨
子
ど
も
広
場
が
で
き
る
予
定
で
す
。

⑩
水
洗
ト
イ
レ
を
設
置
し
ま
す
。

⑪
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
４
面
を
整
備
し
ま
す
。

⑫
進
入
路
。
現
状
の
進
入
路
を
拡
幅
改

良
す
る
予
定
で
す
。

ご意見募集します。
　町民の皆様に愛され、たくさん利用される施設を目指すため中津川

運動公園の計画について、一般住民のかたからもご意見を募集します。

　また、３月４日㈮午後７時から総合センターで中津川運動公園の整

備計画の説明会を行います。

　なお、進入口や、配置など予算の大幅な変更を伴うものや、河川法や

県との協議に影響を与えるものについては、ご要望に添えないことも

あります。

■締め切り　３月８日㈫

■募　集　先　〒 949‐8209

　　　　　　新潟県中魚沼郡津南町大字下船渡丁 2608‐3

　　　　　　教育委員会　生涯学習班

　　　　　　℡ 025‐765‐3134　fax　025‐765‐4991

　　　　　　メールアドレス：kyoiku@town.tsunan.niigata.jp

1

2

3

4

5

6

7
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8
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中
津
川
運
動
公
園
全
体
に
つ
い
て
、次
の
よ
う
な
変
更
が
加
え
ら
れ
る
予
定
で
す
。細
か
な
点
に
つ

い
て
は
、地
図
の
項
目
ご
と
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、基
本
的
に
は
、こ
の
計
画
で
進
め
ま
す

が
、 
今
後
も
予
算
な
ど
の
範
囲
内
で
、皆
さ
ん
の
意
見
を
加
え
て
変
更
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
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1位
（127点）

2位
（57点）

4位
（46点）

5位
（42点）

3位（51点）

町
５
大
ニ
ュ
ー
ス
２
０
１
０
決
定

昨
年
末
に
募
集
し
た
町
５
大
ニ
ュ
ー
ス
に
、
た
く
さ
ん
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
寄
せ
い
だ
い
た
全
22
項
目
に
１
位
５
点
、
２
位

４
点
と
順
に
得
点
を
つ
け
集
計
し
、
２
０
１
０
年
の
町
５
大
ニ
ュ
ー
ス
が
決
定

し
ま
し
た
。

　
２
０
１
０
年
の
１
位
は
、
や
は
り

新
町
長
誕
生
で
し
た
。
５
期
20
年
の

小
林
町
政
に
か
わ
る
町
長
の
誕
生
に

注
目
が
集
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
れ

に
続
く
２
位
は
「
記
録
的
な
猛
暑
」

で
し
た
。
全
国
的
な
異
常
気
象
で
も

あ
り
ま
し
た
が
、
津
南
も
、
あ
っ
ち

い
夏
で
し
た
。

　
３
位
は
「
三
箇
小
学
校
・
津
南
原

小
学
校
の
閉
校
」
で
し
た
。
思
い
出

深
い
学
び
舎
と
の
別
れ
に
涙
さ
れ
た

か
た
も
多
か
っ
た
の
で
は
。

　
４
位
は
「
米
農
家
大
打
撃
」
で
し

た
。
猛
暑
の
影
響
な
ど
で
、
米
価
低

下
、
品
質
低
下
、
収
量
低
下
の
三
重

苦
が
米
農
家
を
襲
い
ま
し
た
。

　
５
位
は「
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
」

で
し
た
。
町
長
選
に
先
駆
け
、
空
席

だ
っ
た
４
議
席
を
争
う
選
挙
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
さ
て
項
目
当
て
ク
イ
ズ
の
正
解
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
１
位
か
ら
５
位

ま
で
順
位
ど
お
り
全
て
正
解
し
た
か

た
は
、
西
澤
喜
美
さ
ん
と
石
沢
フ
ミ

エ
さ
ん
、
５
項
目
を
順
位
違
い
で
正

解
し
た
か
た
は
内
山
健
治
さ
ん
、
反

り
目
驍
さ
ん
で
し
た
。

　
久
々
に
全
問
正
解
者
が
出
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
豪

華
？
賞
品
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
お

楽
し
み
に
!!

新町長誕生（津南町長選挙）

記録的な猛暑

米農家大打撃

三箇小・津南原小閉校

町議会議員補欠選挙

　

全
国
大
会
に
進
ん
だ
小
中
高
生
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

大
会
結
果
は
、
藤
ノ
木
光
選
手
が

フ
リ
ー
３
位
、
ク
ラ
シ
カ
ル
８
位
、

柿
崎
祐
司
選
手
が
フ
リ
ー
９
位
に
入

賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
津
南
中
の
山

田
大
地
選
手
は
、
県
代
表
の
駅
伝
メ

ン
バ
ー
と
し
て
区
間
４
位
と
活
躍
し

た
ほ
か
、
津
南
小
の
米
澤
利
樹
選
手

も
、
３
月
20
日
に
駅
伝
選
手
と
し
て

出
場
予
定
と
男
子
の
活
躍
が
目
立
ち

ま
し
た
。。

　

全
国
大
会
に
出
場
さ
れ
た
皆
さ

ん
、
入
賞
さ
れ
た
選
手
の
皆
さ
ん
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
名
前
　
出
場
種
目
（
学
校
名
・
集
落
）

※
Ｆ=

フ
リ
ー
・
Ｃ=

ク
ラ
シ
カ
ル
・

Ｒ
＝
リ
レ
ー

全
国
高
校
ス
キ
ー
大
会

（
岩
手
県
２
月
６
日
〜
）

■
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
男
子

３
年
　
大
島
宗
則
　
Ｃ

　
　（
十
日
町
　
正
面
）

　
　
　
柿
崎
祐
司
　
Ｆ
・
Ｃ

　
　（
十
日
町
総
合
　
大
割
野
）

２
年
　
藤
ノ
木
光
　
Ｆ
・
Ｃ

　
　（
十
日
町
　
反
里
口
）

　
　
　
安
部
拓
也
　
Ｆ
・
Ｃ

　
　（
十
日
町
総
合
　
陣
場
下
）

■
ク
リ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
女
子

２
年
　
高
橋
麻
弥
　
Ｆ
・
Ｃ

　
　（
十
日
町
総
合
　
赤
沢
）

全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

（
福
島
県
２
月
７
日
〜
）

■
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
男
子

３
年
　
高
橋
　
開
　
Ｆ
・
Ｃ

　
　（
津
南
中
　
見
玉
）

２
年
　
藤
ノ
木
祥
真
　
Ｆ
・
Ｒ

　
　（
津
南
中
　
秋
成
）

全
国
都
道
府
県
対
抗

男
子
駅
伝
競
争
大
会

（
広
島
市
１
月
23
日
）

■
新
潟
県
チ
ー
ム　

第
６
区

３
年
　
山
田
大
地

　
　（
津
南
中
　
源
内
山
）

全
国
小
学
生
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
リ
レ
ー
研
修
大
会

（
大
阪
市
３
月
20
日
〜
）

■
十
日
町
地
域
チ
ー
ム　

駅
伝

６
年
　
米
澤
利
樹

　
　（
津
南
小
　
正
面
）

全国大会

出場おめでとう

↑全国 3 位の活躍をみせた藤ノ
木光選手（写真は、中越選手権
のもの）

応援にも力が入った女子リレー

男
子
ク
ラ
シ
カ
ル

４
年
以
下
２
㎞
①
若
井
潤（
上
）②
藤

ノ
木
陽
向（
中
）③
風
巻
駿
也（
外
）④

志
賀
世
那（
中
）⑤
中
澤
貴
大（
中
）⑥

村
山
大
雅（
外
）⑦
風
巻
尋
翔（
外
）⑧

滝
沢
修
斗（
外
）⑨
福
原
佑
之
介（
外
）

⑩
石
田
健（
芦
）

５
年
3.5
㎞
①
恩
田
優（
津
）②
涌
井
夏

輝（
外
）③
鈴
木
滉
也（
中
）④
渡
邊
航

（
中
）⑤
藤
ノ
木
来
夢（
中
）⑥
桑
原
淳

哲（
中
）

６
年
3.5
㎞
①
風
巻
凱
翔（
外
）②
磯
部

力（
津
）③
樋
口
虹
至（
中
）④
樋
口
蒼

生（
中
）⑤
大
島
武
瑠（
津
）⑥
米
澤
利

樹（
津
）

３
×
２
㎞
リ
レ
ー

①
津
南
Ａ（
米
澤
利
樹
・
大
島
武
瑠
・

磯
部
力
）
②
中
津
Ａ（
反
り
目
樹
・
樋

口
蒼
生
・
樋
口
虹
至
）

③
外
丸
Ａ（
風
巻
凱
翔
・
涌
井
夏
輝
・

風
巻
駿
也
）
④
津
南
Ｂ（
恩
田
優
・
板

場
守
生
・
大
口
智
也
）

⑤
中
津
Ｂ（
鈴
木
滉
也
・
桑
原
隆
太
・

渡
邊
航
）
⑥
中
津
Ｅ（
藤
ノ
木
陽
向
・

藤
ノ
木
来
夢
・
中
山
和
敏
）

男
子
ア
ル
ペ
ン（
大
回
転
）

４
年
以
下
①
板
場
令
旺（
津
）②
上
村

光
樹（
上
）③
福
原
詩
悠（
外
）④
根
津

俊
亮（
外
）⑤
涌
井
泰
成（
上
）⑥
滝
澤

遥（
芦
）⑦
石
橋
柊
人（
津
）⑧
涌
井
天

斗（
芦
）⑨
早
川
仁
博（
上
）⑩
江
村
郁

哉（
外
）

５
年
①
島
田
悠
弥（
津
）②
桑
原
悠
登

（
外
）③
江
村
史
温（
外
）

６
年
①
山
田
侑
太
郎（
津
）②
村
山
竣

哉（
津
）③
丸
山
智
博（
外
）④
狩
野
生

実（
上
）⑤
保
坂
陽
光（
上
）⑥
安
喜
律

也（
津
）

女
子
ク
ラ
シ
カ
ル

４
年
以
下
２
㎞
①
藤
ノ
木
笑
夏（
中
）

②
飯
塚
芽
依（
中
）③
藤
木
舞
華（
津
）

④
月
岡
樹
音（
中
）
⑤
藤
ノ
木
愛
菜

（
津
）⑥
大
平
実
菜（
津
）⑦
中
島
優
香

（
外
）⑧
山
岸
優
梨（
津
）⑨
桑
原
あ
か

り（
中
）⑩
清
水
愛（
津
）

５
年
3.5
㎞
①
富
澤
歩
美（
中
）②
粉
川

向
日
葵（
上
）③
田
中
真
柚（
外
）④
藤

ノ
木
遥（
津
）⑤
江
村
凛
莉
香（
外
）⑥

涌
井
ダ
ニ
エ
ル（
芦
）

６
年
3.5
㎞
①
桑
原
瑞
歩（
中
）②
風
巻

玲
花（
外
）③
入
沢
友
梨
奈（
外
）④
石

澤
真
琳（
中
）⑤
福
原
沙
季（
外
）⑥
滝

澤
恵
美（
芦
）

３
×
２
㎞
リ
レ
ー

①
中
津
Ａ（
富
澤
歩
美
・
桑
原
比
菜

乃
・
桑
原
瑞
歩
）
②
外
丸
Ａ（
風
巻
玲

花
・
入
沢
友
梨
奈
・
福
原
沙
季
）

③
津
南
Ａ（
藤
ノ
木
遥
・
藤
木
涼
華
・

風
巻
美
孔
）
④
外
丸
Ｂ（
江
村
凛
莉

香
・
田
中
真
柚
・
江
村
睦
）

⑤
上
郷
Ａ（
髙
波
香
里
・
粉
川
向
日

葵
・
石
澤
桃
乃
）
⑥
津
南
Ｂ（
板
場
日

和
・
藤
木
舞
華
・
樋
口
愛
梨
）

女
子
ア
ル
ペ
ン
（
大
回
転
）

４
年
以
下
①
安
喜
奈
夕（
津
）②
半
戸

育（
芦
）③
中
澤
桜
紀（
津
）④
粉
川
桃

花（
上
）⑤
石
橋
七
花（
津
）⑥
中
村
凪

（
津
）⑦
小
島
愛
加（
津
）⑧
根
津
美
里

（
津
）

５
年
①
金
子
ま
い
な（
芦
）②
藤
木
音

羽（
津
）③
涌
井
凪
沙（
芦
）

６
年
①
福
原
理
歩（
外
）②
柳
沢
映
里

香（
津
）③
滝
澤
楓（
芦
）④
中
澤
伶
香

（
津
）⑤
滝
澤
莉
央（
津
）⑥
桑
原
瑠
泉

（
津
）

　2 月 13 日㈰に町小学校スキー大会が開催されました。
入賞者をお知らせします。

第42回津南町小学校
スキー大会結果

あ
っ
ち
ぃ
〜
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子
ど
も
の
と
き
か
ら

　
　
　
メ
タ
ボ
を
予
防
し
よ
う

津
南
病
院
小
児
科　

宮
田
市
郎

近
年
マ
ス
コ
ミ
で
も
数
多
く
取
り
上
げ
ら
れ”
メ
タ
ボ“
で

お
馴
染
み
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
、21
世
紀
の
日

本
が
克
服
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
国
民
の
生
活
習
慣
病
で
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は
、内
臓
に
脂
肪
が
蓄
積

し
、高
血
圧
・
糖
尿
病
・
高
脂
血
症
な
ど
が
認
め
ら
れ
る
病
態
で

あ
り
、放
っ
て
お
く
と
心
筋
梗
塞
な
ど
の
心
血
管
系
イ
ベ
ン
ト

を
引
き
起
こ
し
、生
命
が
脅
か
さ
れ
ま
す
。日
本
人
は
メ
タ
ボ

に
な
り
や
す
い
と
い
わ
れ
て
お
り
、今
後
、我
が
国
の
医
療
の

重
要
な
ト
ピ
ッ
ク
ス
の
一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
く
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
メ
タ
ボ
を
予
防
す
る
た
め
に
は

生
活
習
慣
の
確
立
が
始
ま
る
小
児
期
か
ら
の
介
入
が
必
要
で

あ
る
こ
と
は
論
を
待
ち
ま
せ
ん
。特
に
小
児
の
肥
満
が
増
加
し

て
い
る
今
日
に
お
い
て
は
小
児
科
医
も
含
め
国
全
体
で
戦
略

を
練
っ
て
い
く
こ
と
が
急
務
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。現
状
で
は

ま
だ
国
レ
ベ
ル
で
の
明
確
な
指
針
は
決
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん

が
、や
は
り
基
本
は
規
則
正
し
い
生
活
、バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事
、適
度
の
運
動
、そ
し
て
定
期
的
な
健
康
診
断
の
受
診
だ

と
思
い
ま
す
。

数
年
前
か
ら
津
南
町
で
は
春
の
健
診
時
に
小
学
校
４
年
生

〜
中
学
校
３
年
生
ま
で
成
人
病
健
診
の
一
貫
と
し
て
血
液
検

査
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
と
て
も
画
期
的
な
こ

と
で
す
。小
学
生
は
任
意
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、全
員
受
け

ら
れ
る
の
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。津
南
町
の
子
ど
も
た
ち
の

将
来
の
た
め
に
も
メ
タ
ボ
を
予
防
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

紹介者　尾池三佐子さん（津原）

　皆さんお元気ですか。１月は雪がよく降りましたね。立

春とともに晴れ間も見えてきましたが、雪掘り疲れが出

ていませんか。平成18年の豪雪を思い出したかたも多

かったでしょう。今回は、春に向かって体によい豆料理を

紹介します。何種類かの豆で彩りよく料理してください。

＜材料＞

　青大豆・ひとり娘・平黒豆・大豆を各100g

　片栗粉　サラダ油

　Ⓐ：しょう油大さじ5・砂糖（大さじ5）・水（カップ1）

　　　酢大さじ1

彩り大豆の揚げ煮

＜作り方＞

①豆は一日水に浸しておく。

②豆がふやけたらザルに上げ、片栗粉をまぶす。

③サラダ油を火にかけて②の豆を揚げる。中火でじっ

くり揚げ、キツネ色になったら取り出す。

④Ⓐの調味料を火にかけて③の豆を加えてかきまぜ水分

がなくなったら出来上

がりです。ほかに人参・

少女子を素揚げして加

えてもおいしいです。

アドバイザー通信

我が家の
ごっつぉ

 やった!! 滑れちゃった 
— 1/23〜親子スキー教室 —

 だれか新・ご当地グルメ開発しない？
— 2/5　新ご当地グルメの開発提案 —

 ランドセルをいただきました。
— 就学援助品の寄贈 —

 津南町の10年先
— 津南町総合振興計画答申 —

 よく集めたもんだ。
— 2/6　Myコレクション展 —

 津南においでと東京で叫ぶ
— 2/11 JBF東日本大会 —

 降り続いた１月 
— 1/31　雪害警戒本部設置 —

　はじめてスキーを滑る親子から、そこそこ滑れる親子ま

で、全３回の親子スキー教室が行われました。

　ニュー・グリーンピア津南のコーチの親切指導により、

まったくの初心者でも午後にはリフトに乗れるようになり

ました。

　全国各地で新・ご当地グルメの開発提案をしているヒロ

中田さんが、町商工会で講演を行いました。数々の成功事

例と失敗体験を持つヒロ中田さんが津南へ提案する新・ご

当地グルメは、津南なめこ豆腐ポークめし !!

　大割野出身の西巻義道さん（現：千葉市議会議員）から、

ランドセル２つと就学児童への文具などの寄贈を受けまし

た。故郷を思う気持ちに感謝いたします。

　津南町総合振興計画（今後 10 年）ができあがり、町長

に審議会長の吉野議長から答申されました。

　個人の収集物を集めた My コレクション展がなじょも

んで開催されています。トランプやカメラ、耳かき、スタ

ウォーズグッズなどおもしろいコレクションばかりです。

　津南小学校の音楽サークルが、県代表として全日本小学

校管楽器合奏フェスティバル東日本大会に出場しました。

演奏時に、町中に貼られている写真ポスターを出して津南

をアピールしてくれました。

　雪が降りやまなかった 1 月。役場前で 1 月 10 日から 2

月 2 日まで 24 日間連続で降雪がありました。連続降雪に

より除雪中の事故や、雪崩の影響で飯山線が運休するなど

住民生活に影響がでました。町は、1 月 31 日に雪害警戒

本部を設置し、情報収集にあたっています。

↑ 親切指導で、みるみる上達。親も指導方法に感心。

↑これまでの事例を紹介するヒロ中田さん↑ 右から、西巻さん、町長と西巻さんの同級生涌井元収入役↑ 町長に渡された新しい総合振興計画答申。

↑ テレホンカードコレクションに見入る閲覧者

↑ 保護者などの応援者に向けて体育館で演奏した壮行演奏会 ↑連続降雪で、雪処理が間に合わず高く積もった各地の様子

Tsunan Event Sketch.

つ　な　ん
まちかど
スケッチ
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旧タイプ

新タイプ

　

３
歳
児
健
康
診
査
で
、む
し
歯
の
な
か
っ
た

お
子
さ
ん
は
次
の
か
た
が
た
で
す
。

●
１
月
11
日
実
施

正
面
３
区

江
村
　
風
馬（
ふ
う
ま
）

割
野
３
区

大
平
　
柑
奈（
か
ん
な
）

陣
場
下
１
区

宮
川
　
ほ
の
か

大
割
野
３—

５

桑
原
　
想
大（
そ
う
た
）

大
割
野
４—

７

久
保
田
　
遥
斗（
は
る
と
）

大
割
野
４—

７

久
保
田
　
楓
斗（
ふ
う
と
）

大
井
平

保
坂
　
恭
史（
や
す
ふ
み
）

段
野
団
地

津
端
　
汐
凪（
せ
な
）

船
山
第
３

樋
口
　
茉
己（
ま
こ
）

  

●
乳
歯
の
む
し
歯
が
招
く
リ
ス
ク

　
平
成
21
年
度
の
、
津
南
町
の
３
歳
児
む
し
歯

有
病
者
率
は
25.

４
％
（
県
平
均
20.

６
％
）
と
、

県
平
均
に
比
べ
高
い
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

津
南
町
で
は
３
歳
児
の
４
人
に
１
人
は
む
し
歯

が
あ
る
計
算
に
な
り
、
こ
れ
は
県
内
30
市
町
村

（
粟
島
浦
村
は
該
当
者
な
し
の
た
め
除
く
）の
中

で
７
番
目
に
多
い
数
字
で
す
。

　

在
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
介
護
者
に
日
ご
ろ

の
疲
れ
を
癒
し
、心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
て
い
た
だ
く
た
め
に「
在
宅
介
護
者
の
集
い
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
度
第
２
回
目
の
集
い
を
計
画
い
た
し
ま

し
た
の
で
、ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
・
日
程

３
月
５
日
㈯

午
前
９
時
30
分
　
役
場
前
出
発

午
前
10
時
〜

・
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
「
口
腔
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

・
座
談
会
な
ど

正
午
〜
昼
食
　

・
入
浴

・
じ
ょ
ん
の
び
タ
イ
ム

午
後
３
時
　
　
　
現
地
出
発

午
後
３
時
40
分
　
役
場
前
着
　

■
場
所

　
十
日
町
市
　
千
手
温
泉「
千
年
の
湯
」

■
対
象
者（
参
集
人
員
約
20
名
）

　
次
の
か
た
を
在
宅
で
介
護
さ
れ
て
い
る
か
た

・
要
介
護
認
定
者

・
重
度
障
害
者

■
参
加
費

　
３,
０
０
０
円（
当
日
徴
収
）

■
申
込
締
切（
定
員
に
な
り
次
第
、締
め
切
り
）

　
３
月
１
日
㈫

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
津
南
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
℡
７
６
５
‐
３
７
７
４

　

最
近
、
急
に
気
分
が
落
ち
込
む
、
不
安
で
落

ち
着
か
な
い
、
夜
眠
れ
な
い
、
人
に
会
う
の
が

お
っ
く
う
だ
、
家
に
閉
じ
こ
も
り
気
味
な
ど
、

毎
日
の
生
活
の
中
で
混
乱
や
不
安
が
あ
る
か
た

や
、
そ
の
ご
家
族
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
定
員
あ
り
）
な
お
、
時

間
を
指
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日
時

　
３
月
２
日
㈬
　
午
後
２
時
〜
４
時

■
場
所

　
津
南
町
役
場

■
相
談
医
師

　
中
条
第
二
病
院
　
須
賀
良
一
院
長

■
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課
　
健
康
班

　
℡
７
６
５-

３
１
１
４

　

２
月
１
日
か
ら
高
齢
運
転
者
標
識
（
高
齢
ド

ラ
イ
バ
ー
マ
ー
ク
）
に
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
が
導

入
さ
れ
ま
し
た
。
四
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
を
モ

チ
ー
フ
と
し
、
シ
ニ
ア
の
「
Ｓ
」
を
図
案
化
し

た
も
の
で
、
若
々
し
く
元
気
な
高
齢
者
の
イ

メ
ー
ジ
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

70
歳
以
上
の
か
た
は
、
高
齢
運
転
者
標
識
を

表
示
し
て
運
転
す
る
よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。
な

お
、
新
し
い
高
齢
運
転
者
標
識
は
、
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
等
で
購
入
で
き
、
当
分
の
間
は
、
こ
れ

ま
で
の
標
識
も
使
用
で
き
ま
す
。

　

長
岡
労
働
相
談
所
で
は
、労
働
者・
事
業
主
を

問
わ
ず
、労
働
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
常

時
応
じ
て
い
ま
す
。お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

専
門
性
の
高
い
相
談
は
弁
護
士
や
産
業
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
が
対
応
し
ま
す（
要
予
約・原
則
１
回
）。

■
所
在
地
　
長
岡
地
域
振
興
局

　（
長
岡
市
四
郎
丸
町
１
７
３
‐
２
）

■
相
談
時
間

　
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
休
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ

　
長
岡
労
働
相
談
所
　
℡
０
２
５
８
‐
３
７
‐
６
１
１
０

有害鳥獣捕獲を実施します
　スイートコーン、加工トマト、ジャガイモ、枝豆などの畑作物
や、子豚、ニワトリなどの家畜、キジ、ヤマドリの放鳥などの被害
を防止するために、タヌキ、キツネ、カラス、野ウサギ、サル、イノ
シシ、ニホンジカの捕獲を行います。
　この捕獲は、猟銃を用いるため危険が伴います。期間中、山な
どに入る際には猟友会地区責任者に連絡を取るようにし、事故
防止にご協力ください。
　なお、実施計画は、天候などの事情により変更する場合もあります。
■捕獲する期間
　平成23年2月20日㈰から3月21日㈪までの30日間

■捕獲実施日程
期　日 地区 場　所 責任者番号

2月20日㈰・3月8日㈫ 北部 外丸地区一円 ①

2月20日㈰・3月9日㈬ 西部 羽倉・越手・寺石地区周辺 ②

2月20日㈰・3月10日㈭ 東部 美穂・所平地区周辺 ④

2月21日㈪・3月11日㈮ 南部 大赤沢地区周辺 ③

2月22日㈫・3月12日㈯ 北部 三箇地区一円 ①

2月23日㈬・3月12日㈯ 西部 相吉山地区周辺 ②

2月24日㈭・3月13日㈰ 東部 米原・堂平地区周辺 ④

2月25日㈮・3月13日㈰ 南部 見倉・清水川原・結東地区周辺 ③

2月26日㈯・3月14日㈪ 北部 十二ノ木・卯ノ木地区周辺 ①

2月26日㈯・3月15日㈫ 東部 反里口･太田新田･見玉地区周辺 ④

2月27日㈰・3月16日㈬ 西部 穴山地区一円 ②

2月27日㈰・3月17日㈭ 北部 小島・樽田地区一円 ①

2月28日㈪・3月18日㈮ 西部 中子〜妙放育成牧場地区周辺 ②

3月1日㈫・3月19日㈯ 東部 津南原地区一円 ④

3月2日㈬・3月19日㈯ 南部 前倉・中ノ平・大赤沢地区周辺 ③

3月3日㈭・3月19日㈯ 北部 田中・菅沼・上野地区周辺 ①

3月4日㈮・3月20日㈰ 西部 沖ノ原･天上原･小下里･反里地区周辺 ②

3月5日㈯・3月20日㈰ 東部 大場地区周辺 ④

3月5日㈯・3月20日㈰ 南部 大赤沢地区一円 ③

3月6日㈰・3月21日㈪ 北部 外丸・三箇地区一円 ①

3月6日㈰・3月21日㈪ 西部 加用・百ノ木・日出山地区一円 ②

3月7日㈪・3月21日㈪ 東部 ニューグリーンピア津南周辺 ④

　※責任者の欄の番号は、地区責任者の番号と一致します。

■猟友会地区責任者
地区名 集落名 氏　　名 電話番号

会　長 米　原 大口　友一 765-4463

副会長 米　原 大口　喜義 765-4464

北部① 貝　坂 桑原　清男 765-3569

西部② 赤　沢 滝沢　勝實 765-3592

南部③ 大赤沢 石澤　敏博 767-2083

東部④ 大　場 藤ノ木正明 765-3960

■お問い合せ
　税務町民課町民班　℡765-3113

PICK UP!

か
わ
ら
ば
ん

か
わ
ら
ば
ん

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
！

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
！

暮らしの
情報満載３

歳
児
健
診
で

　
　
む
し
歯
の
な
か
っ
た
子

在
宅
介
護
者
の
集
い

精
神
保
健
相
談

新
し
い
高
齢
運
転
者
標
識

県
長
岡
労
働
相
談
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

（
秘
密
厳
守
・
無
料
）

　
乳
歯
は
歯
の
質
が
未
熟
で
あ
る
た
め
む
し
歯

の
進
行
が
早
く
、
知
覚
神
経
も
鈍
い
の
で
悪
化

す
る
ま
で
気
づ
き
に
く
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り

ま
す
。
む
し
歯
に
気
づ
か
ず
放
っ
て
お
く
と
ど

う
な
っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
？

　
乳
歯
の
む
し
歯
が
招
く
リ
ス
ク
に
は
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

○
永
久
歯
も
む
し
歯
に
な
り
や
す
く
な
る

○
歯
並
び
が
悪
く
な
る

○
発
音
が
う
ま
く
で
き
な
く
な
る

○
弱
い
歯
質
の
永
久
歯
に
な
る

○
か
む
力
が
育
た
な
い

○
歯
を
た
い
せ
つ
に
す
る
気
持
ち
が
養
わ
れ
な
い

　
ま
だ
上
手
に
歯
を
磨
け
な
い
お
子
さ
ん
の
歯

を
守
る
の
は
保
護
者
の
役
目
で
す
。
む
し
歯
の

進
行
を
止
め
る
に
は
、
ま
ず
は
早
期
発
見
が
た

い
せ
つ
で
す
。お
子
さ
ん
の
歯
に
関
心
を
持
ち
、

お
口
の
中
を
よ
く
観
察
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　
お
子
さ
ん
が
将
来「
き
れ
い
な
歯
で
良
か
っ

た
！
」
と
思
え
る
よ
う
に
今
か
ら
気
を
つ
け
て

い
き
た
い
で
す
ね
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課
　
健
康
班

　
℡
７
６
５-

３
１
１
４

＜実施された行事＞
〔１月〕
	 26日	 産業建設常任委員会
	 	 農業委員会・農協3者懇談会
〔２月〕
	　	4日	 全員協議会
	 4日	 町内道路除雪状況調査（産業建設常任委員会）
　10日	 産業建設常任委員会
	 	 津南町建築協議会懇談会

　16日	 総文福祉常任委員会
	 	 津南病院懇談会
　17日　津南町総合振興計画聞き取り
　18日　宮崎県えびの市議会視察
	 21日	 一般質問通告締切り

＜今後の行事予定＞
〔２月〕
	 22日	 議会運営委員会
	 22日	 新潟県議長会第62回定期総会
〔３月〕
	 1日	 議会第1回定例会開会

　毎月10日までに100日運動カードを提出いただい

たかたを、このコーナーでご紹介します。（敬称略）

	3400日	 藤ノ木キミ（堂平）	

	2900日	 板場キヨ（辰ノ口）	

	1400日	 柳沢　茂（陣場下）	

	 300日	 本山マサ（反里）	

	 100日	 和久井恵子（大割野）

	 	 涌井和子（割野）

	 	 松縄シズ（赤沢）	

主な内容：テレビ体操、腹筋背筋、健骨体操など。

健康体力づくり100日運動



広報 12平成23年２月号13 広報 平成23年２月号

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

こんにちは

認
知
症
地
域
支
援
体
制
構
築
等
推
進
事
業
⑧

　

町
で
は
昨
年
度
か
ら
認
知
症
の
か
た
を
地
域

で
さ
さ
え
る
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

○
心
身
機
能
の
低
下
を
防
い
で
認
知
症

予
防
・
介
護
予
防
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

　
高
齢
期
に
は
、
筋
力
や
食
欲
の
低
下
、
引
き

こ
も
り
や
う
つ
病
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が

影
響
す
る
こ
と
で
、
心
身
機
能
の
低
下
に
つ
な

が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
生
き
が
い
や
目
標
を
持
ち
、
日
ご
ろ
か
ら
積

極
的
に
活
発
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
、
自
立
し

て
過
ご
せ
る
時
間
を
延
ば
す
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

○
食
事
と
運
動
で
認
知
症
を
予
防
し
発
症
を

　
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

☆
脳
や
血
管
に
よ
い
も
の
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。

　

「
野
菜
や
果
物
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。」

　
野
菜
や
果
物
を
た
く
さ
ん
と
っ
て
い
る
人
は
、

認
知
症
に
な
り
に
く
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
野

菜
や
果
物
に
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
な
ど
の
抗

酸
化
作
用
が
認
知
症
予
防
に
効
果
が
あ
る
た
め

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
青
背
の
魚
を
積
極
的
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。」

　
魚
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
い
る
人
の
方
が
認
知

症
に
な
り
に
く
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。特
に「
青

背
の
魚
」
と
呼
ば
れ
る
サ
バ
、
イ
ワ
シ
、
ア
ジ

な
ど
に
は
、
脳
の
伝
達
神
経
を
よ
く
し
、
脳
の

血
の
流
れ
を
よ
く
す
る
働
き
が
あ
る
物
質
が
多

く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

☆
有
酸
素
運
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
水
泳
、
体
操
な
ど
の
有
酸

素
運
動
を
行
う
と
、
脳
の
血
流
が
増
す
た
め
、

認
知
症
予
防
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

☆
介
護
予
防
事
業
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　
人
が
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
機
能
（
生

活
機
能
評
価
）
の
低
下
を
防
ぎ
、
介
護
や
認
知

症
な
ど
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　
津
南
町
で
は
、
生
活
機
能
の
低
下
が
見
ら
れ

る
高
齢
者
の
か
た
を
対
象
と
し
た
介
護
予
防
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◇
事
業
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
…

　
～
生
活
改
善
で
認
知
症
を

　
　
　
予
防
し
ま
し
ょ
う
～

　
認
知
症
予
防
・
認
知
症

　
　
　
　
地
域
支
援
ガ
イ
ド

・
津
南
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
℡
７
６
５
‐
５
４
５
５

・
福
祉
保
健
課
保
険
班

　
℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

○
『
津
南
町
認
知
症
地
域
支
援
ガ
イ
ド
』

を
作
成
中
で
す
。

　
町
で
は
、
認
知
症
の
か
た
を
地
域
で
さ
さ
え

る
取
り
組
み
の
中
で
関
係
機
関
や
関
係
者
と
協

議
を
重
ね
な
が
ら
、
認
知
症
の
支
援
ガ
イ
ド
と

し
て
『
津
南
町
認
知
症
地
域
支
援
ガ
イ
ド
』
を

作
成
中
で
す
。

　
こ
の
ガ
イ
ド
で
は
、
認
知
症
の
知
識
や
認
知

症
の
セ
ル
フ
チ
エ
ッ
ク
リ
ス
ト
、
相
談
窓
口
や

専
門
医
療
機
関
、介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
、

徘
徊
の
場
合
の
連
絡
手
続
き
な
ど
が
記
載
し
て

あ
る
ほ
か
、「
わ
た
し
の
メ
モ
」と
し
て
、緊
急
連

絡
先
な
ど
が
書
け
る
欄
を
設
け
て
あ
り
ま
す
。

　
ガ
イ
ド
は
、
町
内
全
世
帯
に
３
月
中
に
配
布

す
る
予
定
で
す
。

　
認
知
症
に
関
し
て
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
こ
と

が
あ
っ
た
場
合
な
ど
に
、
確
認
で
き
る
よ
う
、

両
面
１
枚
の
用
紙
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
置
い
て
い
た
だ
き
、
ぜ

ひ
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
へ
の

　
ご
協
力
の
お
願
い

　
町
で
は
、
平
成
24
年
か
ら
３
年
間
の
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
事
業
計
画
策
定
の
基
礎
資

料
と
し
て
、『
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
』

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
か
た
に
は
、１
月
21
日
付
け
の
嘱

託
員
文
書
に
て
調
査
票
を
配
布
し
て
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
調
査
項
目
に
は
、
生
活
機
能
の

低
下
の
有
無
が
確
認
で
き
る
質
問
項
目
も
入
っ

て
い
ま
す
。

　
調
査
結
果
か
ら
介
護
保
険
の
要
介
護
・
要
支

援
を
受
け
て
い
な
い
か
た
で
生
活
機
能
の
低
下

が
見
ら
れ
た
高
齢
者
の
か
た
に
は
、
後
日
、
結

果
と
あ
わ
せ
て
参
加
さ
れ
た
方
が
良
い
と
思
わ

れ
る
介
護
予
防
教
室
の
ご
案
内
な
ど
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
。
　

ニ
ー
ズ
調
査
へ
の
回
答
・
提
出
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
福
祉
保
健
課
へ
の
提
出
期
限
は
３
月

15
日
㈫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

食
う
寝
る
遊
ぶ
！
こ
れ
一
番
！

貝
沢
政
史　

20
歳
代
（
鹿
渡
）

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
、
体
を

動
か
す
こ
と
が
大
好
き

で
、
あ
ら
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
お

か
げ
で
、
今
の
今
ま
で
大
き
な

病
気
を
す
る
こ
と
な
く
、
元
気

に
毎
日
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

私
が
経
験
し
た
ス
ポ
ー

ツ
の
中
で
も
、
中
学
時

代
に
出
会
っ
た
ユ
ニ

ホ
ッ
ケ
ー
が
特
に
印
象

に
残
っ
て
お
り
、
い
つ
か
ま
た
や
り

た
い
と
い
う
思
い
が
ず
っ
と
心
に
あ

り
ま
し
た
。

　
大
学
を
卒
業
し
、
地
元
に
戻
っ
て

き
た
昨
年
の
４
月
。
地
元
の
同
級
生

に
声
を
か
け
、
Ｔ
H
Ｃ
（
津
南
ホ
ッ

ケ
ー
ク
ラ
ブ
）
と
い
う
ユ
ニ
ホ
ッ

ケ
ー
の
チ
ー
ム
を
作
り
ま
し
た
。
週

に
１
回
の
ホ
ッ
ケ
ー
の
練
習
。
気
心

が
知
れ
た
仲
間
と
汗
を
流
す
時
間
は
、

最
高
の
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
11
月

の
大
会
で
は
惜
し
く
も
予
選
敗
退
で

し
た
が
、
次
に
つ
な
が
る
い
い
試
合

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
体
力

作
り
と
し
て
、
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
最
後
に
、
健
康
を
維
持
す
る
た
め

に
は
、
し
っ
か
り
食
べ
て
し
っ
か
り

寝
る
こ
と
！
こ
れ
が
一
番
で
す
。
津
南
町
は

お
年
寄
り
が
と
て
も
長
生
き
で
す
。
そ
れ
は

地
元
の
お
い
し
い
食
材
を
食
べ
、
体
を
よ
く

動
か
し
、
早
寝
早
起
き
の
生
活
を
し
て
い
る

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　
よ
く
食
べ
よ
く
寝
て
よ
く
動
く
！
皆
さ
ん

も
健
康
な
体
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

女
性
の
健
康
週
間
が

　
　
　
　
　

始
ま
り
ま
す

年
明
け
か
ら
の
降
雪
に
よ
っ
て
続

い
た
、
毎
日
の
除
雪
作
業
で
皆

さ
ん
の
身
体
や
こ
こ
ろ
の
負
担
は
い
か

が
で
す
か
？

　
女
性
の
健
康
週
間
は
平
成
19
年
４
月

に
策
定
さ
れ
た
「
新
健
康
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
戦
略
」
に
お
い
て
、｢

女
性
の
健
康

力｣

が
柱
の
一
つ
に
位
置
付
け
ら
れ
、

女
性
が
生
涯
を
通
じ
て
健
康
で
明
る
く
、

充
実
し
た
日
々
を
自
立
し
て
過
ご
す
こ

と
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
に
創
設

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
女
性
の
健
康
週
間
は
毎
年
３
月

１
日
か
ら
３
月
８
日
ま
で
を
家
庭
、
地

域
、
職
域
、
学
校
な
ど
の
生
活
の
場
を

通
じ
て
、
女
性
の
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
問

題
を
社
会
全
体
で
総
合
的
に
支
援
す
る

も
の
で
す
。

　
津
南
町
で
は
女
性
の
が
ん
検
診
や
骨
密
度
検

診
な
ど
の
各
種
の
が
ん
検
診
や
健
康
診
査
を
は

じ
め
、
地
区
で
の
食
育
や
運
動
面
の
健
康
づ
く

り
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　
町
に
は
食
生
活
改
善
推
進
委
員
が
95
人
お
り
、

集
落
単
位
で
の
食
を
通
し
た
健
康
づ
く
り
活
動

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
女
性
の
健
康
週
間
に
あ
た
り
自
分
自
身

の
健
康
づ
く
り
を
振
り
返
る
時
間
を
つ
く
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？
そ
し
て
家
族
や
地
域
、
職
場
へ

と
健
康
づ
く
り
実
践
の
環
が
広
が
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

けんこつ体操に参加する皆さん。

健康づくり健康づくり ア・ラ・カルトア・ラ・カルト

今月は

 は〜い
保健師

で〜す

保健師長
大口洋子
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つ
な
ん
の
文
芸

短 歌

俳 句

砂
丘

こ
の
町
に
美
し
き
冬
巡
り
来
て

　
　
凛
と
生
き
よ
と
雪
が
頬
撫
づ 

関
谷
　
郁
子

小
春
日
の
酒
蔵
の
庭
に
樽
の
蓋

　
　
並
べ
ら
れ
ゐ
て
初
仕
込
み
待
つ 

恩
田
　
久
美
子

汗
か
き
て
渇
け
る
口
に
し
み
る
ご
と

　
　
広
が
る
柿
の
汁つ

ゆ

の
甘
さ
は 

丸
山
　
直
子

き
み
ど
り
の
花
弁
重
ぬ
る
唐か

ら
は
な花
草

　
　
ビ
ー
ル
の
精
の
い
ま
だ
宿
ら
ず 

小
野
寺
　
恒
代

み
ど
り
児
を
胸
に
抱
き
て
境
内
を

　
　
ゆ
っ
く
り
踏
み
し
む
風
を
よ
け
つ
つ 

樋
口
　
康
子

親
戚
の
墓
の
開
眼
無
事
済
み
て

　
　
縁
者
集
ひ
て
御
斎
い
た
だ
く 

上
村
　
み
な

小
春
日
に
輪
台
つ
け
る
わ
が
手
先

　
　
黄
蝶
一
羽
が
戯
れ
飛
べ
り 

内
山
　
キ
ク

川
霧
と
沢
の
霧
と
が
混
ざ
り
合
ひ

　
　
視
界
狭
め
る
長
坂
を
ゆ
く 

麻
績
　
初
恵

わ
が
県
は
他
県
に
比
べ
難
病
の

　
　
多
し
と
言
は
る
理わ

け由
わ
か
ら
ね
ど 

滝
沢
　
勝
枝

前
頭
葉
少
し
動
か
し
三
日
間

　
　
空
白
に
し
た
日
記
を
う
め
る 

風
巻
　
京
子

「
管
理
」
の
授
業
ね
む
た
か
り
し
に

　
　
師
の
声
を
懐
か
し
と
思
ふ
師
よ
り
も
老
い
て 

月
岡
　
ヨ
リ
エ

両
岸
の
枯
葉
に
触
れ
て
揺
ら
し
つ
つ

　
　
音
も
な
く
冬
の
川
流
れ
ゆ
く 

鈴
木
　
綾
子

釣
舟
草
水
引
溝
麦
蓼
の
花

　
　
そ
れ
ぞ
れ
の
赤
に
野
を
彩
れ
り 

萩
原
　
光
之

長
生
学
園

一
族
の
仏
事
の
宴
席
た
け
な
わ
に

　
　
唄
え
ば
曾
孫
小
さ
き
手
を
打
つ 

高
橋
　
ヤ
ス
ノ

新
た
な
る
年
の
暦
の
金
言
に

　
　
座
を
整
え
て
背
筋
を
伸
ば
す 

板
場
　
寛

妻
の
同と

も
級
生
三
人
寄
れ
ば
楽
し
げ
に

　
　
髪
は
白
黒
そ
れ
ぞ
れ
染
め
て 

滝
沢
　
義
正

掃
き
の
こ
る
庭
の
落
葉
に
音
も
な
く

　
　
時
雨
降
る
さ
ま
窓
越
し
に
見
る 

柳
沢
　
チ
ヨ

巨
大
な
る
ス
ー
パ
ー
歩
き
草く

た

び臥
れ
て

　
　
思
わ
ぬ
人
と
暮
れ
の
挨
拶 

富
沢
　
キ
ミ

饒
舌
の
君
も
寡
黙
な
る
彼
も

　
　
た
だ
ひ
た
す
ら
に
雪
掘
り
い
る
や 

島
田
　
眞
之

個
人

寒
波
去
り
何
日
振ぶ

り
か
や
陽ひ

ざ射
し
出い

で

　
　
日
毎
近
付
く
春
の
喜
び 

辰
ノ
口
　
小
野
塚
吉
光

雪
晴
れ
て
屋
根
軽
や
か
に
青
空
に

　
　
春
近
づ
き
て
木
々
青
か
り
き 

大
割
野
　
清
水
　
貞
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
一
月
）

読よ
も
そ
め初
や
老ろ

う

師し

の
書し

ょ

状
じ
ょ
う

「
喝か

つ

」
一い

ち

字じ 

し
げ
る

農の
う

に
生い

く
皹ひ

び

の
手て

あ合
わ
す
初は

つ

日ひ

か
な 

芳
司

餅も
ち
ば
な花
や
す
こ
し
ゆ
ら
し
て
見み

る
が
よ
し 

兎
月

読よ
も
そ
め初
の
今こ

年と
し

こ
そ
は
と
三さ

ん
ご
く国
志し 

渡
舟

読よ
み
そ
め初
の
睡す

い

魔ま

に
勝か

て
ぬ
齢

よ
わ
い

か
な 

房
良

餅も
ち
ば
な花
の
果は

て
は
か
ら
り
と
揚あ

げ
も
ち餅
に 

冬
詩
子

餅も
ち
ば
な花
の
揺ゆ

れ
て
賑に

ぎ

は
ふ
デ
イ
ホ
ー
ム 

信
夫

ど
ん
ど
焼や

き
書か

き
損そ

ん

じ
ま
で
高た

か

く
揚あ

げ 

貞

風か
ぜ

変か

は
り
ど
ん
ど
を
囲か

こ

む
輪わ

の
く
ず
れ 

酔
花

餅も
ち
ば
な花
を
語か

た

り
て
飾か

ざ

る
母は

は

と
子こ

と 

妙

幼
お
さ
な

子ご

が
正せ

い

座ざ

し
て
を
り
鏡

か
が
み

餅も
ち 

れ
い
子

弥生 ― M a r c h ―

片
かたひら

平孝
たかし

／著　あかね書房　1,500円（税別）

「雪の一生」

雪とは壮大なスケールで地球をめぐっている水なのだ、
とあらためて気づかせてくれる一冊です。

　

早
い
も
の
で
、
暦こ
よ
み

の
う
え
で
は
春
を
迎

え
ま
し
た
。
雪
深
い
こ
の
地
に
も
い
よ
い

よ
雪
解
け
の
音
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。

今
月
は
、
も
う
す
ぐ
解
け
て
し
ま
う
、
そ

の
「
雪
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
本
を

ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。「
雪
」
は
、

時
に
私
た
ち
に
大
自
然
の
驚
異
を
伝
え
、

そ
し
て
、
目
に
は
直
接
見
え
な
い
け
れ
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
部
分
で
自
然
の
恩
恵
を
も
た

ら
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

「
雪な

だ

れ崩
の
は
な
し
」新

潟
雪
崩
研
究
会
／
監
修

新
潟
日
報
事
業
社

　
そ
の
題
名
の
と
お
り
、
雪
崩
に
つ
い
て

の
種
類
や
対
策
、
新
潟
県
に
雪
が
多
い
訳

な
ど
、
大
き
な
字
で
簡
潔
に
書
か
れ
て
い

ま
す
。
振
り
仮
名
も
つ
い
て
い
て
親
切
な

一
冊
で
す
。

『
き
ら
き
ら
』

谷た
に
か
わ川

俊
し
ゅ
ん

太た

郎ろ
う

／
文
　
吉よ
し

田だ

六ろ
く

郎ろ
う

／
写
真

ア
リ
ス
館

　
こ
れ
は
、写
真
絵
本
で
す
。雪
の
結
晶
の

仕
組
み
を
世
界
で
最
初
に
解
き
明
か
し
た

の
が
、
中な
か

谷や

宇う

吉き
ち

郎ろ
う

博は
く

士し

。そ
の
中
谷
博
士

と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
雪
の
美
し
さ
の
と

り
こ
に
な
っ
た
の
が
、
こ
の
本
の
雪
の
結

晶
を
撮
影
し
た
人
で
す
。
こ
の
本
の
写
真

は
、
す
べ
て
北
海
道
大だ
い
せ
つ
ざ
ん

雪
山
の
麓
ふ
も
と

に
降
っ

た
天
然
の
雪
を
凍
え
る
よ
う
な
寒
さ
の
中
、

顕け
ん

微び

鏡
き
ょ
う

撮さ
つ
え
い影

し
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。

『
雪
の
写
真
家
ベ
ン
ト
レ
ー
』

ジ
ャ
ク
リ
ー
ン
・
ブ
リ
ッ
グ
ズ
・
マ
ー
テ
ィ
ン
／
作

メ
ア
リ
ー
・
ア
ゼ
ア
リ
ア
ン
／
絵

千ち

ば葉
茂し
げ

樹き

／
訳
　
Ｂ
Ｌ
出
版

　
ア
メ
リ
カ
の
豪
雪
地
帯
に
生
ま
れ
、
生

涯
を
雪
の
研
究
と
結
晶
の
写
真
撮
影
に
さ

さ
げ
た
、ベ
ン
ト
レ
ー
の
伝
記
絵
本
。「
雪

は
天
か
ら
送
ら
れ
た
手
紙
で
あ
る
」
と
い

　
前
回
、図
書
室
に
あ
る
本
は
、同
じ
種
類

の
本
は
番
号
で
分
類
し
、
並
べ
て
置
い
て

あ
り
ま
す
と
書
き
ま
し
た
。

　
今
度
は
そ
れ
を
少
し
応
用
し
た
分
け
か

た
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
分
類
番
号
の
前
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の

Ｔ
や
Ｔ
Ａ
な
ど
が
表
示
さ
れ
て
い
る
本
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
ど
ん
な
意
味
を
表
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。答
え
は
、二
つ
の

記
号
は
、「
郷
土
資
料
」を
表
し
て
い
ま
す
。

（
記
号
は
別
置
記
号
と
い
い
ま
す
。）
Ｔ
は

T
S
U

N
A

N

（
つ
な
ん
）
の
頭
文
字
、
Ａ
は

A
K

IY
A

M
A

G
O

U

（
あ
き
や
ま
ご
う
）

の
頭
文
字
を
用
い
て
い
ま
す
。Ｔ
Ａ
は
、Ｔ

と
Ａ
を
組
み
合
わ
せ
秋
山
郷
関
連
資
料
に

表
示
を
つ
け
て
い
る
も
の
で
す
。

　
も
う
一
つ
、別
置
記
号
Ｌ
は
…

L
A

R
G

E

（
大
き
い
）
の
Ｌ
で
す
。
そ
う
で

す
、
大
活
字
本（
字
の
大
き
い
本
）
を
表
し

て
い
ま
す
。

＊
お
知
ら
せ

　
※
３
月
・
４
月
の
移
動
図
書
室
は
お
休

み
で
す
。５
月
か
ら
町
内
保
育
園
、小
学
校

や
、集
落
を
巡
回
し
ま
す
。

と
し
ょ
し
つ
の
ヒ
ミ
ツ
・
そ
の
⑪

農
委
通

信

23
年 

私
の
米
作
り
計
画

私
の
圃ほ

場
は
信
濃
川
沿
岸
地
帯
、標

高
２
４
０
ｍ
に
あ
る
。昨
年
は
ご

多
分
に
も
れ
ず
農
業
に
携
わ
っ
て
初
体

験
の
二
等
米
と
の
評
価
を
も
ら
い
、
愕が
く

然
と
す
る
衝
撃
を
受
け
た
。
し
か
も

１
０
０
％
格
落
ち
で
中
途
半
端
で
は
な

く
、全
部
が
二
等
と
い
う
の
も
諦
め
が
つ

い
て
い
い
か
と
、ひ
と
り
慰
め
て
い
た
が
、

食
味
値
は
86
点
と
自
ら
の
過
去
最
高
点

を
上
回
る
数
値
が
出
た
の
は
気
持
ち
の

中
の
救
い
で
も
あ
っ
た
。

　
前
年
の
品
質
・
収
量
落
ち
の
原
因
は
、

県
指
導
セ
ン
タ
ー
、農
協
な
ど
か
ら
い
ろ

い
ろ
言
わ
れ
た
が
、ど
れ
が
自
分
の
圃
場

に
合
っ
た
こ
と
な
の
か
判
断
す
る
こ
と
が

今
年
の
稲
作
作
業
に
重
要
な
要
素
に
な

る
と
思
う
。

　
私
の
今
年
の
最
重
点
は
、出
穂
時
期
を

ど
う
す
る
か
だ
。今
ま
で
は
魚
沼
米
対
策

協
議
会
の
指
針
で
あ
る
、８
月
８
日
以
降

の
出
穂
を
目
標
に
し
て
き
た
が
、も
う
少

し
遅
い
お
盆
以
降
の
出
穂
の
方
が
近
年

の
温
暖
化
傾
向
に
向
い
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。昨
年
は
標
高
４
０
０
台
の
圃
場

で
は
品
質
的
に
問
題
は
な
か
っ
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、お
盆
出
穂
米
に
挑
戦

し
て
み
た
い
と
思
う
。過
去
５
年
間
、近

隣
の
今
井
圃
場
の
刈
取
適
期
判
定
器
の

デ
ー
タ
を
残
し
て
い
る
が
、遅
い
出
穂
稲

も
９
月
末
か
ら
10
月
初
め
に
は
、刈
取
り

適
期
に
達
し
て
い
る
。正
直
い
っ
て
今
ま

で
は
、稲
刈
り
が
秋
し
ゅ
う

霖り
ん

、秋
の
長
雨
の
時

期
に
ぶ
つ
か
る
の
が
嫌
で
９
月
に
稲
刈

り
が
終
え
る
工
程
だ
っ
た
。近
年
、農
作

業
の
早
い
農
家
に
引
っ
張
ら
れ
、一
斉
に

作
業
が
始
ま
り
、町
内
田
植
え
が
早
ま
る

傾
向
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
意
識

し
て
遅
植
え
す
る
よ
う
努
め
た
い
と
思

う
が
、周
り
を
気
に
す
る
私
の
百
姓
コ
ッ

チ
ョ
が
ど
う
な
り
ま
す
か
。

　
品
質
低
下
の
原
因
に
、減
肥
料
化
に
よ

る
後
半
の
肥
切
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

が
、品
質
を
取
る
か
食
味
を
取
る
か
と
い

え
ば
、食
味
低
下
に
よ
る
消
費
者
離
れ
は

取
り
返
し
が
つ
か
な
い
こ
と
に
な
る
の
で

絶
対
避
け
た
い
。品
質
・
食
味
両
方
取
れ

れ
ば
理
想
だ
が
、食
味
優
先
で
今
年
も
昨

年
と
同
じ
に
、窒
素
投
入
は
反
当
り
3.5
㎏
、

原
則
穂
肥
は
し
な
い
で
、や
っ
て
も
総
量

4.3
㎏
内
に
と
ど
め
、完
全
倒
伏
は
避
け
た

い
。結
果
的
に
津
南
町
認
証
米
基
準
に
添

え
れ
ば
良
し
と
し
た
い
。

　
規
模
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、百
人
百

様
な
や
り
方
が
あ
る
。今
の
充
電
期
間
に
、

秋
に
美
酒
が
飲
め
る
よ
う
、苦
酒
を
飲
み

な
が
ら
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

農
業
委
員
　
　
柳
沢
重
美

う
有
名
な
言
葉
を
残
し
た
中
谷
宇
吉
郎
博

士
が
研
究
を
は
じ
め
た
の
も
、
ベ
ン
ト

レ
ー
が
出
版
し
た
雪
の
結
晶
の
写
真
集
を

目
に
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
よ
う

で
す
。

広報ライブラリー
今月の１冊

2月 −如
き さ ら ぎ

月−
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来
年
度
中
に
15
店
舗
!!

津
南
町
の「
健
康
づ
く
り
支
援
店
」

協
力
店
、ぞ
く
ぞ
く
増
加
中

飲
食
店
な
ど
を
利
用
す
る
皆
さ
ん
に
、健
康
に
配
慮
し
た「
情
報
」「
メ

ニ
ュ
ー
」「
サ
ー
ビ
ス
」「
空
間
」
の
提
供
を
行
い
、
食
生
活
の
面
か

ら
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
お
店
を
県
は
、「
健
康
づ
く
り
支
援
店
」

と
し
て
指
定
し
て
い
ま
す
。

津
南
町
に
は
、
平
成
20
年
度
に

初
め
て
２
店
舗
の
「
健
康
づ
く

り
支
援
店
」
が
誕
生
し
、
平
成
22
年

12
月
現
在
14
店
舗
が
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
店
舗
が「
メ
ニ
ュ
ー

等
に
関
す
よ
る
栄
養
情
報
の
提
供
」

な
ど
の
支
援
の
ほ
か
、
地
場
産
の
旬

の
食
材
や
こ
だ
わ
り
の
安
心
食
材
を

使
用
し
、
健
康
に
配
慮
し
た
メ
ニ
ュ
ー

等
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
健
康
的
な
食
事
が
身
近
に
利
用
で

き
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り

を
応
援
す
る
お
店
で
す
。
ス
テ
ッ

カ
ー
を
目
印
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

津
南
町
で
は
、
こ
う
し
た
「
健
康
づ

く
り
支
援
店
」
を
平
成
23
年
度
ま
で

に
15
店
舗
に
増
や
す
計
画
で
す
。

種類 店舗名 支援内容

総菜・弁当
メルシーつなん

セブンイレブン（正面店・十二ノ木店）

一般食堂

㈱竜ヶ窪温泉　竜神の館 	

ぐるめかん大勝 	

喰い処　味郷 	 	

アミー

ぽぱい

じょんのき

味処	か久栄

ニュー・グリーンピア津南（軽食堂すばる・喫茶ポールスター・バイキング会場） 分煙

寿司 寿司料理	多津美

『メニュー等に関する栄養情報の提供』
例）栄養成分表示、食事バランスガイドの表示

『健康に配慮したメニューの提供』
例）低カロリーメニュー、野菜たっぷりメニュー
　　おすすめカルシウムメニューなど

『健康に配慮したサービスの提供』
例）量や味付けの調整など

健康まつりで出店した店舗はどれも大人気でした。

この
ステッカーが
目印！

エ
ビ
と
名
が
つ
く
甲
殻
類
で
す
が
ヨ
コ
エ

ビ
は
「
端た
ん

脚
き
ゃ
く

目も
く

」
で
、
エ
ビ
フ
ラ
イ
に

な
る
「
十じ
っ

脚
き
ゃ
く

目も
く

」
と
は
違
い
ま
す
。
体
を
横
に

し
て
泳
ぐ
こ
と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ふ
化
後
に
浮
遊
幼
生
期
（
ゾ
エ
ア
期
）
が
な
く
、

卵
が
メ
ス
の
「
育
児
の
う
」
の
中
で
発
育
し
て

親
と
同
じ
形
で
生
れ
る
の
で
、
広
範
囲
に
移
動

分
散
す
る
こ
と
が
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
然
界
の
中
で
は
生
物
の
死
骸
や
糞
な
ど
を

食
べ
る
分
解
者
で
す
が
、魚
類
な
ど
の
エ
サ
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。海
水
・
汽
水
域
・
淡
水
の
み
な
ら

ず
湿
っ
た
陸
地
に
も
広
く
生
息
し
て
い
ま
す
。

　
津
南
で
も
湧
水
の
あ
る
冷
た
い
流
れ
の
川
や

池
に
普
通
に
い
て
、
オ
ス
が
メ
ス
を
抱
い
て
い

る
も
の
を
よ
く
目
に
し
ま
す
。
生
殖
の
た
め
だ

け
で
な
く
気
に
入
っ
た
メ
ス
を
確
保
し
保
育
す

る
目
的
も
あ
る
よ
う
で
す
。
性
格
は
意
外
に
凶

暴
で
、
魚
や
カ
ゲ
ロ
ウ
な
ど
の
水
生
昆
虫
に
か

じ
り
つ
い
て
い
き
ま
す
の
で
、
魚
と
い
っ
し
ょ

に
飼
う
の
は
避
け
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
な

じ
ょ
も
ん
で
ア
ル
コ
ー
ル
保
存
し
て
い
ま
す

が
、体
色
が
次
第
に
褐
色
か
ら
脱
色
し
て
い
き
、

そ
の
色
が
液
に
染
み
出
て
明
る
い
黄
色
に
な
っ

て
い
く
の
で
動
物
性
の
染
料
と
し
て
利
用
で
き

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
２
０
０
５
年
に
報
告
さ
れ
た
中
条
小
学
校
の

児
童
が
研
究
し
た
笹
山
遺
跡
エ
リ
ア
の
ヨ
コ
エ

ビ
は
北
海
道
・
千
島
列
島
の
川
や
湖
に
多
く
、

本
州
で
は
琵
琶
湖
の
深
い
と
こ
ろ
に
い
る
「
ア

ン
ナ
ン
デ
ー
ル
ヨ
コ
エ
ビ
」
の
特
徴
に
あ
て
は

ま
る
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
種
は
琵
琶
湖
固

有
種
で
大
変
深
い
と
こ
ろ
に
も
生
息
す
る
種
類

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
種
類
が
多
い
の
で
同
一
だ

と
断
定
で
き
ま
せ
ん
が
、
今
回
マ
ス
池
で
採
取

し
た
個
体
も
第
一
胸
肢
の
先
端
が
角
ば
っ
て
い

る
同
じ
特
徴
を
備
え
て
い
ま
し
た
。
外
来
種
で

は
な
く
、
研
究
し
た
イ
ギ
リ
ス
人
の
名
前
が
つ

い
て
い
る
も
の
で
す
。
マ
ス
池
に
は
魚
の
移
植

に
よ
っ
て
運
ば
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

津
南
に
移
動
し
て
き
た
の
で
は
な
く
、
太
古
か

ら
定
着
し
て
い
る
生
物
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の

で
、
他
の
地
域
の
個
体
を
調
査
し
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

津
南
自
然
に
親
し
む
会
　
村
山
郁
夫

観
世
音
菩
薩
（
十
一
面
観
音
）

津
南
町
に
は
、
石
仏
の
十
一
面
観
音
は
相
吉

集
落
、
結
東
集
落
、
所
平
集
落
の
３
体
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。

結
東
集
落
の
十
一
面
観
音
は
お
堂
の
前
庭
に
、

所
平
集
落
の
観
音
は
墓
地
に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

相
吉
集
落
の
十
一
面
観
音
は
木
祠
の
中
に
祀
ら

れ
て
い
ま
す
。

近
隣
の
地
域
で
は
十
一
面
観
音
を
六
観
音
、

七
観
音
と
し
て
造
立
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
津
南

町
に
も
六
観
音
が
日
出
山
集
落
墓
地
に
祀
ら
れ

て
い
ま
す
が
十
一
面
観
音
は
見
当
た
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

十
一
面
観
音
は
頭
上
に
本
面
を
入
れ
て
11
の

顔
を
持
つ
仏
様
で
す
か
ら
、
ど
な
た
で
も
識
別

で
き
る
観
音
様
で
す
。

十
一
面
観
音
は
、
学
研
発
行
の
『
仏
尊
の
事

典
』
に
よ
り
ま
す
と
、
人
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
苦

難
に
対
応
す
る
た
め
に
す
べ
て
の
方
向
に
顔
を

向
け
た
観
音
で
変へ
ん

化げ

観
音
の
う
ち
で
、
も
っ
と

も
早
く
考
え
だ
さ
れ
た
観
音
の
お
姿
だ
そ
う
で

す
。
11
の
顔
に
は
慈
悲
を
表
す
顔
、
怒

り
を
表
す
顔
、
さ
げ
す
み
の
笑
い
な
ど

の
顔
が
表
現
さ
れ
て
い
る
の
だ
そ
う
で

す
が
、
石
仏
で
は
そ
こ
ま
で
は
見
分
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

日
本
で
は
十
一
面
観
音
が
信
仰
さ
れ

た
の
は
奈
良
時
代
の
中
頃
か
ら
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
法
隆
寺
の
壁
画
の
十
一

面
観
音
は
こ
の
時
代
の
作
品
で
、
こ
の
観
音
が

早
く
か
ら
信
仰
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
証
だ
そ
う

で
す
。

平
安
時
代
に
な
り
ま
す
と
、
民
間
信
仰
と
結

び
つ
き
観
音
信
仰
の
主
流
を
し
め
ま
す
。
そ
し

て「
観
音
す
な
わ
ち
十
一
面
観
音
」と
考
え
る
ほ

ど
に
広
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
信
仰
を
得

た
の
は
四
方
八
方
に
、ま
た
、上
下
に
顔
を
向
け

て
人
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
苦
難
に
対
応
し
救
済

し
て
く
れ
る
仏
と
し
て
、
現
世
利
益
を
求
め
る

人
々
の
願
い
に
具
体
的
な
説
得
力
を
も
っ
て
い

た
十
一
面
観
音
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。

津
南
町
で
は
、
観
音
信
仰
が
い
つ
頃
か
ら
広

ま
っ
た
の
か
「
石
仏
」
に
は
造
立
年
月
が
刻
印

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
手
掛
か
り
が
あ
り
ま
せ

ん
。
古
老
の
皆
さ
ん
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、『
妻
有
の
百
三
十
三
番
』

や
、
寺
院
に
祀
ら
れ
て
い
る
観
音
な
ど
か
ら
手

掛
か
り
を
求
め
た
い
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

津南町　相吉

十一面観音

津南の自然 その 344
（2011.2）

マス池の生き物たち ⑦
ヨコエビ

津
南
石
造
物
散
歩

つ
ま
り
石
仏
の
会

文
責 

桑
原
和
位
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なんでも掲示板
サークル員募集や催し物案内などに

利用してください。
申込先 765-3112　内線225

図書カードが当たる

広報クイズ
わかるかな？

問題①　食生活の面から健康づくりを支援するお店を
県は「健康づくり支援店」として指定していま

す。津南町には、現在１１店舗が指定されていま

すが、来年度までに何店舗の指定を目指してい

るでしょうか。

	 ①　2店舗

	 ②　9店舗

	 ③15店舗

問題②　国民年金保険料は、１年分をまとめて前納する
と割引を受けられます。ところで、来年度の国

民年金保険料は、月額いくらでしょうか。

	 ①15,020円

	 ②16,020円

	 ③17,020円

■締切　平成23年３月10日㈭　当日消印有効

■発表　先月号の答えは1−②、2−③です。

　　　　正解者に図書カードをお送りします。

　○清水昭雄さん

　○貝沢常男さん

　○麻績文子さん

　○大口悠葵さん

　○涌井美波さん

ハガキの書き方

裏 表

答え

住所
氏名・年齢
TEL

津
南
町
大
割
野

　
　津
南
町
役
場

　総
務
課

　
　
　総
務
班
行

切
手
9  4  9　  8  2 9 2－

※なんでもハガキでの応募はご遠慮ください。

♪♪「つなん合唱隊」♪♪
♪♪隊員を募集しています♪♪

　合唱経験あるなし…関係ありません。歌ってみた
い！そんな気持ちが少しでもあるかたは、隊員に
なってみましょう。下は小４から上は70歳台まで
の71人の隊員が、無理をせず、出席できる時に文
化センターホールに集まって歌っています。３月か
らの参加もOKです。お気軽にどうぞ～♪

１．練習日…毎週木曜日　夜７時30分～９時まで
２．指導者…あの池田芳幸先生です♡
３．会　費…年会費6,000円/ １人（高校生以下無料）
　　　　　　家族会員２人目以降は3,000円/ １人
　　※楽譜の代金は基本的に個人負担です。
４．活　動…毎週の練習と時々のステージ出演
５．連絡先…板場（℡090-2750-5047）※17：30以降

【つなん合唱隊1周年コンサート開催!!】
■日時　3月13日㈰　午後2時開演
■会場　文化センターホール（入場無料）

津南フォーラムにご意見ください
　私は、津南町地域振興協議会を契機に町民の意見を集約する場として「津南フォーラム」を立ち上げました。次の
内容について検討しています。これらに関するご意見をお寄せください。
１．津南町の地勢学的評価　首都圏に近いことを活用する
２．時代の潮流　地方分権、価値観の多様化、人的交流の拡大、ハードからソフトへ
３．津南町のあるべき姿

人口が少ないことを生かす、小コミュニティの活性化、相互扶助、環境保全、業種の育成、特に林業振興
４．これらの具体策

バイオマスタウン宣言、ニュー・グリーンピア津南のボイラー改修に伴うエネルギー源の変革、観光インフラと
しての分乗ネットの構築、バイオエタノールと雪椿のBDF化への取り組み。

　3月10日㈭午前9時から約1時間文化センターで第2回目フォーラムを開催します。ローコスト滞在施設について打
ち合わせをする予定です。

℡765-2090　内山　満（岡）　【幹事：滝沢元一郎】

　

平
成
23
年
４
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
は
月

額
１
５,
０
２
０
円
に
な
り
ま
す
が
、
１
年
前

納
す
る
と
割
引
さ
れ
ま
す
。

【
平
成
23
年
度
の
割
引
額
】

①
１
年
度
分
を
現
金
で
前
納
す
る
と
、

　
３,
２
０
０
円
分
の
保
険
料
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

　（
納
付
額
１
７
７,
０
４
０
円
）

②
１
年
度
分
を
口
座
振
替
で
前
納
す
る
と
、

　
３,
７
８
０
円
分
の
保
険
料
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

　（
納
付
額
１
７
６,
４
６
０
円
）

※
口
座
振
替
に
よ
る
１
年
前
納
は
お
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

【
口
座
振
替
の
お
手
続
き
方
法
】

　
口
座
振
替
の
お
申
し
込
み
は
、
預
金
口
座
を

お
持
ち
の
金
融
機
関
や
六
日
町
年
金
事
務
所
、

津
南
町
役
場
で
お
手
続
き
が
可
能
で
す
。

　
届
け
出
の
際
は
、
年
金
手
帳
と
預
金
通
帳
、

通
帳
の
お
届
け
印
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
津
南
町
で
の
１
年
前
納
申
し
込
み
（
口

座
振
替
）
は
、
２
月
28
日
㈪
が
締
め
切
り
で
す
。

お
申
し
込
み
先
に
よ
っ
て
、
締
め
切
り
が
異
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
の
際
に
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は

忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全
額
が
所

得
税
・
市
町
村
民
税
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
が
、
確
定
申
告
を
す
る
際
は
、

納
付
し
た
額
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
等
が
必

要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
22
年
中
に
納
付
し
た
額
を

証
明
す
る
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
、
厚
生
労
働
省
か
ら
委
託
さ

れ
た
日
本
年
金
機
構
に
よ
り
平
成
22
年
11
月
あ

る
い
は
平
成
23
年
２
月
ご
ろ
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
確
定
申
告
の
お
手
続
き
の
際
は
、
必
ず
こ
の

証
明
書
や
領
収
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
証
書

が
届
い
て
い
な
い
か
た
や
紛
失
し
て
し
ま
っ
た

か
た
は
、「
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」
も
し
く
は
、
お

近
く
の
「
年
金
事
務
所
」
に
電
話
を
し
て
再
発

行
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
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新潟日報を購読しているかた、数年前の金曜連載エッ

セーを覚えていませんか？

あのころ私は、金曜日のおじさんエッセーをとても楽し

みにしていました。連載が終了するのを知った時は本当に

がっかりしたのですが、それが一冊の本になり発売、すぐ

に購入しました。

藤田さんの両親、妻、娘、息子、愛犬、そして本人の日

常がとてもあったかく書いてあります。

「家族エッセーであるから、良さそうなところをみつく

ろい、ほのぼのと仕上げているつもりだ」と藤田さんも書

いていますが、その「良さそうなところ」にとても癒され

るのです。

エッセーのひとつ「ありがとう」の中から私の好きなフ

レーズを紹介します。

病気をしてから父のことが「いとおしくなった」と母は
言う。以前は頑固で偏屈で、自分が悪くても謝りもしない
オヤジであったが、いまはすっかり素直になって、母の言
うことを聞くようになった。そして、なにより驚くことは、
母に対し、ごく自然に「ありがとう」と言うようになった
ことだ。お父さん。あのまま逝かないでくれてありがとう。
がんばってくれてありがとう。あなたはたいせつな人です。
ありがとう。
家族に対して、面と向かうと、ちょっと恥ずかしくて言

葉にできないこと、素直じゃない態度、この本に書かれて

あるように自然に出来ればどんなにいいだろう。

藤田さんはこうも書いています。「アタリマエだと思っ
ていたことをアタリマエにできている幸せ。それがとても
大きな幸せなんだなと今は気づいている」と。
私と同い年の作者のエッセー集「家族っていいなあ」は

Part3 まで発売されています。残念なのは、私の家族が読

んでいないこと。皆さんは、ぜひご家族で。

次は、つなん合唱隊の指導に、毎週十日町から来ていた

だいている池田芳幸先生をご紹介します。

家族っていいなあ

本 と わ た し

紹介する本

−津端厚子さんから

著者名／藤田市男　出版社名／新潟日報事業社
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引
さ
れ
ま
す
。



戸 籍 の 窓

河田広
こうせい

誠（大井平） 修一さん

 典子さん

久保田朱
しゅ

花
か

（船山新田） 勝也さん

 サユリさん

河田泰
たいすけ

輔（亀岡） 芳明さん

 斐さん

石田丈
じょう

士
じ

（反里） 修二さん

 順子さん

涌井陽
ひ

和
より

（相吉） 淳さん

 里子さん

風巻ヨネ子さん	 （81歳・大割野）

久保田フミ子さん	（81歳・羽倉）

石沢　 さん	 （55歳・鹿渡新田）

滝澤喜幸さん	 （80歳・恵福園）

大口カ子さん	 （96歳・芦ケ崎）

桑原チヨさん	 （95歳･所平）

滝沢カツさん	 （86歳・大井平）

内山一良さん	 （85歳・芦ケ崎）

宮沢　運さん	 （83歳・卯ノ木）

髙橋喜勝さん	 （94歳・赤沢）

涌井ハツイさん	 （87歳・宮野原）

福原ケンさん	 （92歳・外丸）

山田重吉さん	 （90歳・恵福園）

大口美代子さん	 （45歳・米原）

藤ノ木義家さん	 （85歳・太田新田）

滝沢マツ子さん	 （67歳・中子）

瀧澤　渉さん	 （50歳・結東）

小林博明さん	 （59歳・割野）

桑原德政さん	 （82歳・秋成）

■人口11,047（−17）　男5,393（−7）　女5,654（−10）

■世帯数3,656（−3）　■転入／ 4　■転出／ 9　■出生／ 3　■死亡／ 15　■婚姻／ 02月1日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口
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予約受付中 !
当日受付も可

※ただし定員になり
　次第締切ります3月 【なじょもん☎765-5511】

日	時 プログラム 内　容 金額 対	象

6日㈰ AM  スノーシューで森へ
なじょもんの森をぬけて、善光寺街道を歩いてみよう。初心
者コース・上級者コースあり。 竪穴住居でのティータイムも
あったかいよ。

300 低学年から

13日㈰ PM アンギン編み 昔ながらの技法で幻の布アンギンに挑戦！ 800 高学年から

20日㈰ AM  スノーシュー大会
スノーシュー大会！今年最後のスノーシュー体験。スノー
シューをはいていろんな競技に参戦。優勝者には豪華賞品が!!

300 低学年から

21日㈷ PM 紙すき（和紙のはがき） 春らしい模様を入れて和紙のはがきをすいてみよう。 800 低学年から

27日㈰ AM  春木山
山から木を切り出して雪の上をソリで運ぶ昔ながらの作業
です。縄の結び方・ガンタの使い方など失われようとしている
技術を今に伝えます。

300 高学年から

※ マークは、季節ものなど特別プログラムです。　※友の会の皆さんは半額です。

　なじょもん初の“Ｍｙコレクション展”！！ほんとうに面白く、

楽しい展覧会です。一度部屋に入ったらなかなか出て来れない！

○なじょもん友の会主催

　｢Myコレクション展～町内外の隠れコレクターを発掘～｣
　2月6日㈰～ 3月6日㈰

※会期に変更がございましたので、お間違いのないように、お願いいたします。

　耳かき、スターウォーズグッズ、トランプ、刀剣、テレ

ホンカード、ノコギリ、写真機など所狭しと珍しく貴重な

コレクションが展示されています。また特別協力展示として、

「新潟県立歴史博物館友の会」様からの出展もあります。

○｢中沢幸男写真展　四季の彩り～風景と花と～｣
　1月22日㈯～ 3月13日㈰

　地域ギャラリーにて開催しております。津南だから目に

できる色とりどりの風景、皆様どうぞご覧ください。

※いずれの展示も、無料でご覧いただけます。どうぞお気軽にご来館ください。

○「S
ス ノ ー

NOW W
ウ ェ ー ブ

AVE」 × 「下船渡地区雪まつり」!!
　2月26日㈯

　今年で 5 回目を迎えた SNOW WAVE がなじょもんに戻ってきた！今年は

レールジャム、いわゆる「スノーボードの技の

祭典」です！大会に出るだけが楽しみではあり

ません、ライブに飲食店、キッズパーク、子ど

もだけでなく誰でも遊べるスペースもあります。

誰でも参加できる、SMOW WAVE（すもううぇー

ぶ）も何だか気になります！

　同時に午後 7 時〜 8 時 30 分は、卯ノ木運動

公園 ( 消防南分署隣 ) で下船渡地区雪まつりが開

催されます。下船渡地区公民館全域が雪だるま

やスノーキャンドルでお出迎え！雪まつり広場

では、たいまつ行列に始まり、「火焔太鼓」特別

演奏、雪中はだか春木出し、雪中からす踊りが

行われます。もちつきや福まき、振る舞いもあ

りますよ。上記 2 つのイベント会場は、行ったり来たり出来る作りになって

おります。

　伝統的な祭りと、若者が繰り広げる新しい競技大会！

皆様ぜひ会場に足をお運びください。

藤木拓也さん（米原）

伊丹友美さん（長岡市） ｝

■
発

行
／

津
南

町
役

場
 〒

9
4
9
-8

2
9
2
 新

潟
県

中
魚

沼
郡

津
南

町
大

字
下

船
渡

戊
5
8
5
　

   T
E
L
.0

2
5（

7
6
5
）3

1
1
1
㈹

　
F
A

X
.0

2
5（

7
6
5
）4

6
2
5

■
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
 

h
ttp

:/
/
w

w
w

.to
w

n
.ts

u
n
a
n
.n

iig
a
ta

.jp
/
　

■
電

子
メ

ー
ル

 in
fo

@
to

w
n
.ts

u
n
a
n
.n

iig
a
ta

.jp
　

■
編

集
／

総
務

課
総

務
班

この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真
　
津
南
町
小
学
校
ス
キ
ー
大
会
に
む

け
て
練
習
に
励
ん
で
き
た
子
ど
も
た
ち
。
写
真
は
、

ア
ル
ペ
ン
小
学
校
６
年
男
子
優
勝
の
津
南
小
学

校

：

山
田
侑
太
郎
さ
ん（
関
連
記
事

：

７
ペ
ー
ジ
）


